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“横国SDGs”
を大特集!

未来をつくるための拠点に。



広報委員会　委員長（理事・副学長）

根上 生也

第５号となる今回の『横国刻々』では、「横浜国立大学の SDGs」を

特集テーマに、関連する研究や学生の活動、

本学のダイバーシティへの取り組み等をご紹介します。

本誌を通して、期待される大学としての役割や、本学が

SDGsをどのように考え、実践しているかを知っていただくとともに、

少しでも横浜国立大学の取り組みを

“ おもしろい！”と感じていただければ幸いです。

また、レギュラーコンテンツでは、このコロナ禍においても

歩みを止めずに挑戦し続ける 本学の教員と学生に焦点を当て、

最新の研究や活動を紹介しています。ぜひゆっくりとお楽しみください。
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バクテリアの力で、汚水からエネルギーを創り出す
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都市で子どもたちを健康に育てるために
──保育施設の環境ガイドラインを策定する
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育児と介護の「ダブルケア」に光を当てる
──行政への働きかけとコミュニティ支援
相馬 直子（国際社会科学研究院 国際社会科学部門 教授）

04-08

横国SDGs研究最前線

CONTENTS

特集

YOKOKOKU
SUSTAINABLE
DEVELOPMENT
GOALS

02-16

09

SDGs達成に向けた
本学の取り組みの一例

YNU   SDGs

長谷部 勇一（横浜国立大学学長）
      ×
椛島 洋美（横浜国立大学副学長）

10-13

「誰ひとり取り残さない」大学を目指して。

宮崎 将明（経営学部 / Egg Smart）

入江 遥斗（都市科学部 / Design, more.）

Ally Brieck（都市科学部 / Hult Prize）

14-15

学生がリードするSDGs

16

横浜国大の“One Campus”から
地域社会・国際社会に貢献する
イノベーションを生み出す。

17

YNU PEOPLE
18
衣服のもつ機能性を消費者目線と科学の両面から解き明かす。
薩本 弥生（教育学部 学校教育課程家政教育 教授）

20
データベースを応用し、念願のスマートグリッド実現へ。
富井 尚志（環境情報研究院 社会環境と情報部門 准教授）

22
未来のモビリティをこの手で創る。超音速旅客機の設計者をめざして。
篠塚 温志（理工学部 機械・材料・海洋系学科 海洋空間のシステムデザインEP 3年）

24
多様性を受け入れる教育とは?　学生と教員が一緒に語り合う場をつくる。
庄司 樹（教育学部 学校教育課程 3年）

26
学生である自分たちでも、社会を変えられる。仲間との起業を通じて得られた確信。
友利 有佑（経営学部 経営学科 4年） / 佐藤 隆雄（経営学部 経営学科 4年）

28

ヨココク歴史ものがたり
第5話　名教自然碑

32

YNU NEWS Vol.5

1 2YO KO KO K U KO K UKO K UYO KO KO K U KO K UKO K U



YOKOKOKU
SUSTAINABLE
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SDGsにおいては、人類と自然界が
今まさに直面している、差し迫った
課題に対する行動が求められてい
る。2030年の目標達成に向けて大
学に期待されている役割は、課題
解決のための研究活動や、研究成
果の社会実装だけではない。

SDGsの推進を担う次世代を育成し、地域社会や企
業、行政と連携することで、持続可能な社会の実現
のために主導的な役割を果たすことも必要になる。
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2015年に国連サミットで採択された「Sust

ainable Development Goals（持続可能な開

発目標）」の略称。「誰一人取り残さない」

という理念のもと、貧困や格差をなくし、

気候変動に対処するために世界全体で取り

組むべき目標が含まれる。具体的には、

2030年までの達成を目標とした、17のゴー

ルと169のターゲットが掲げられている。

そもそもSDGsとは？
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横国SDGs研究最前線
SDGs に関連したさまざまな研究が行われている横浜国立大学。
その中でも、災害予測に水問題、保育、福祉といった、これからの人間社会の
維持に不可欠なテーマに最前線で取り組む4 名の先生の研究を紹介する。
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風襲来時に、被害を最小限に抑えるために必要
となる被害予測。しかし台風は発生総数が決し

て多くないため、予測に必要なサンプル数を集めることが
難しく、台風の被災地域や規模をリアルタイムで特定する
のは困難だとされていた。また、被害の地域差も大きく、「こ
の地域にこの規模の台風が来たらどうなるか」といった予
測はなかなか実現しなかった。そんな中、筆保先生はシミ

ュレーション技術を応用し、過去の台風のデータから「架
空の台風」をコンピューター上で再現することに成功。そ
れを、企業の持つ全国の建物の強度、密集度の情報と組
み合わせることで、台風被害のシミュレーション予測を
実現した。この成果は現在Webサイト「cmap.dev（シ
ーマップ）」で公開されており、災害発生時には市町村
ごとの被災建物予測棟数をリアルタイムで確認できる。

台

─災害シミュレーションWebサイト「cmap.dev（シーマップ）」
台風の建物被害をリアルタイムで予測する

# 0 1 1 _ S U S T A I N A B L E  C I T I E S  &  C O M M U N I T I E S

来の台風は、発生数が減少し、強度は高まる。
そんな予測を導き出したのが、気候予測デー

タベース「d4PDF」だ。海面水温や CO2濃度などの
パラメーターをもとに、未来（2051年から 2110年の

60年）の台風や気候の状況がどうなるのかを予想でき
る。このデータベースを活用して、筆保先生は具体的
にどの地域の台風が強まるのかを明らかにした。最も

強まるのは、太平洋中央で発生して西に進み東南アジ
ア諸国に影響する「偏東風波動タイプ」の台風。台風
の強度が 10％近く上昇すると予想されており、将来の
アジア地域での水害拡大が懸念されるという。未来の
気候変動に適切に備えるためには、現在「当たり前」
に感じられる現象が、今後変化していく可能性も加味
しておかなければならない。

未

─気候予測データから予測される未来の台風の姿
未来の台風は凶暴化する？

# 0 1 3 _ C L I M A T E  A C T I O N

筆保先生が台風研究を始めた約20年前は、意外にも日本の大学
で台風研究を行っている先生は少なかったという。台風研究が急
速に進んだのは、大学でもコンピューターを用いた研究が行える
ようになり、シミュレーション技術を応用できるようになってか
ら。ちなみに、台風でまだよくわかっていないのは「台風がどの
ように発生するのか」という問題。海上のどこで発生するかわか
らないため、その瞬間を観測するのがきわめて難しいのだという。

「空はなぜ青いの
か？」、「風が吹く理
由」、「天気予報の裏
側」など、「空」にまつ
わる様々な疑問に答
える一冊。筆保先生
ほか3名の共著。
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未来の台風について、従来わかっていたのは「発生数が減り、強
度が高まる」ということのみ。その傾向をさらに詳細に明らかに
し、アジア地域への影響を解明したのが筆保先生の研究の独自性
となる。気候変動は地球規模で起きている現象のため、世界中の
最新研究が相互に連動しあうことで初めて解明できることも多
い。今回の成果は、日本から生まれた台風研究が他の地域の台風
分析に役立つという好例になった。

筆保先生の専門であ
る台風について、研
究内容を一般向けに
わかりやすく解説し
た編著。気象学の入
門にも、防災知識の
復習にもおすすめ。
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2020年より現職。気象学を専攻し、台風を専門とする。計算科学を応用すること
で架空の台風をシミュレーションし、被害を予測する手法を確立。防災用のアプリ
ケーションや気象教材の開発にも取り組む。筆保 弘徳

教育学部 学校教育課程 
理科教育 教授
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酸化炭素を排出しないクリーンな水素エネルギ
ーの活用は、これからの地球環境と経済を考え

る上で必須テーマとなる。日本においても 2050年の水
素社会実現が目標として掲げられており、その方法とし
て近年注目されているのがバイオマス（生物資源）の活
用だ。なかでも中村先生が取り組むのは、バイオマスを
分解する際に水素を発生させるバクテリアを用いて、下

水汚泥を処理する「水素発酵」の実用化。もし実現すれ
ば、新たな水素エネルギーの供給源となり、下水処理に
用いる膨大な電力を賄うこともできる。現在は実用化に
向け、バイオ分野の研究者とともに水素発酵に適したバ
クテリアを探すほか、バクテリアの水素発酵をサポート
したり、バイオマスのエネルギー変換効率を高めたりと
いったプロセスの最適化に取り組んでいる。

二

─バイオリアクターによる水素回収型の排水処理プロセス
バクテリアの力で、汚水からエネルギーを創り出す

# 0 0 6 _ C L E A N  WA T E R  &  S A N I T A T I O N

「水を濾過して飲み水を確保すること自体は、すでに技術的に十
分可能。問題は莫大なエネルギーが必要で実用化が困難なこと」
と語る中村先生。水素発酵によるエネルギー生成だけでなく、浄
水時のエネルギー効率自体を高める膜（フィルタ）の開発や、汚
れを食べるバクテリアの活動を活発化させるために酸素を水に溶
かす技術の研究など、総合的なアプローチで水問題という課題に
取り組んでいる。

バクテリアの水素発
酵によって、水素を
発生させる実験装置。
実用化に向け、エネ
ルギー生成の効率を
高めるために日々実
験を重ねている。
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機児童問題を解決するために近年保育施設の
設置基準が緩和され、都市部ではオフィスビ

ルやマンションの一室が保育施設として利用される
ようになった。しかし、保育を前提としていない建
物の環境は、衛生面や快適性の面で十分とは言えず、
子どもや保育士の健康に悪影響をもたらす可能性も
ある。施設内の換気不足や騒音問題が指摘されてい

るにもかかわらず、現在は明確な保育施設の環境基
準が存在せず、改善はなかなか進んでいない。田中
先生は、子どもたちの成育にふさわしい環境基準や
設計指針を新設するべく、空気の質や音環境など、
これまで重視されなかった見えない要素に着目。建
築素材を扱う企業や保育施設と協力しながら、ガイ
ドライン策定のための実証実験を進めている。

待

─保育施設の環境ガイドラインを策定する
都市で子どもたちを健康に育てるために

# 0 1 1 _ S U S T A I N A B L E  C I T I E S  &  C O M M U N I T I E S

都市緑化や水辺の都市の冷却効果を研究していた田中先生が子ど
もの成育環境の研究に関わるようになったのは、大学院時代の同
期に誘われた「外遊び」調査がきっかけ。子どもたちが遊ぶ街区や
公園は、安全面・管理面の理由から緑陰などがなく、強い日差しに
さらされることも多い。都市緑化の理論と、人々の健康や快適性を
考えたまちづくりの理論とが噛み合っていないことにもどかしさを感
じ、それらを橋渡しするべく現在の分野に辿り着いたのだという。

園外活動を通してま
ちと関わりながら子
どもも大人も一緒に
持続可能なまちづく
りを目指す「まち保
育」を、共同研究者と
ともに提唱した一冊。
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2000年東京工業大学大学院博士後期課程修了。横浜国立大学学際プロジェクト
研究センター特任教員（助教）などを経て、2011年より現職。専門は建築環境工学、
住環境教育。

2007年より現職。化学工学を専門とし、液体と固体の分離に関する基礎研究や技
術開発に携わる。水素回収型の排水処理プロセスや排水のリサイクルシステム、高
効率酸素溶解用の膜の開発など、水問題の解決に繋がる研究に広く取り組んでいる。 田中 稲子

大学院 都市イノベーション研究院 
都市イノベーション部門 准教授

I N E K O  T A N A K A

大学院 工学研究院 
機能の創生部門 准教授

中村 一穂
K A Z U H O  N A K A M U R A
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01 年の日本では、晩産化や高齢化を背景に、子

育てと介護を同時に行う「ダブルケア」の負担
や孤立が問われている。しかし、子育てと介護、それぞ
れについての実態調査や統計データはあるものの、それ
をダブルで行う方々の実態を調査したものはほとんどなか
ったという。そこで NPO法人や地域社会の協力も得な
がら、大規模なダブルケア実態調査を敢行。子どもの人

数や就労状況、両親との同居状況の違いによって、ダブ
ルケアにもさまざまなリアリティや困りごとがあることを明
らかにした。現在は、当事者を中心とした支え合いの輪
を全国に広げるため、市民向けの講座や、子育て支援・
介護支援従事者へのダブルケアに関する研修も行う。山
下順子氏との共著『ひとりでやらない　育児・介護のダ
ブルケア』に読者から多くの共感が寄せられている。

近

「ダブルケア」の研究をスタートしたのは、東日本大震災の直後
のこと。横浜に暮らす友人が、計画停電などで日常生活もまま
ならないなかで育児と介護の両方を行わなければならず、まさ
に「ダブル」の負担を抱えていたことがきっかけだったという。
横浜国大の地の利を活かし、横浜エリアを中心にアンケートや
インタビュー調査を実施したことが、現在の支援コミュニティ
の基盤に繋がった。

「ダブルケア」につい
ての研究成果をわか
りやすくまとめた一
冊。他団体と協力し
て行った調査や啓発
活動の成果も紹介さ
れている。
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─行政への働きかけとコミュニティ支援
育児と介護の「ダブルケア」に光を当てる

# 0 0 3 _ G O O D  H E A L T H  &  W E L L - B E I N G

相馬 直子

大学院 国際社会科学研究院 
国際社会科学部門 教授

N A O K O  S O U M A

東京大学大学院総合文化研究科博士課程単位取得退学、日本学術振興会特別研究員
を経て、2018年より現職。専門は福祉社会学、社会政策学。東アジアの「子育て
の社会化」や家族政策の比較研究に造詣が深い。
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り
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ま

男男
女女

共共
同同
参参
画画

へへ
のの

取取
組組
みみ

達
成
に
向
け
た
本
学
の
取
り
組
み
の
一
例

❶ 仕事と生と 活の調調和(ワ和( ーク・ライフライフ・バランス)ンス の積極的な推な推進
❷ ライフイフ ベントトと研究と研究活動を活動を両立ささせるたせる めの支めの支援を推援を推進
❸ 男❸男女共同女 参画を参画を踏まえ踏まえた学生た学生へのキへの ャリア教育の教育 推進
❹ ライフイベントン で研究究を中断を中 した研した研究者へ究者へのキャャリア支ア支援援
❺ 他❺ 他機関と機関との連携連携を通じじた地域た地域社会におけるける男女共男女共同参画同参画の推進の推進

>
>
>

生
態
系
は
保
護
の
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ

自
体
が
気
候
調
整
や
自
然
災
害
リ
ス
ク
の
削
減
効

果
を
持
ち
、
気
候
変
動
に
対
処
す
る
た
め
の
重
要

な
手
段
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
生
態
系
が
直
面

し
て
い
る
危
機
の
度
合
い
を
明
ら
か
に
し
、
生
態

系
の
保
全
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
研
究
が
「
生
態

系
保
全
に
よ
る
緩
和
策
と
適
応
策
の
統
合
」
で
す
。

国
立
環
境
研
究
所
を
は
じ
め
、
森
林
総
合
研
究
所

や
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
と
い
っ
た
研
究
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、災
害
リ
ス
ク
調
査
や
生
態
系
調
査
、

野
生
動
物
の
分
布
予
測
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

>
>
>

生
態
リ
ス
ク

管
理

2020年 12月、「持続可能
な開発目標（SDGs）」を
解決するビジネスコンテスト
「Hult Prize（ハルトプライ
ズ）」の学内予選大会がオ
ンラインで開催されました。
国際的な社会課題をビジネ
スで解決するアイデアを競
う本大会は「学生のための
ノーベル平和賞」とも言わ
れ、発表はすべて英語で行
われます。横浜国大では 2

回目となる今回のテーマは、

「Food for Good」。学生
チームの発表では、実現に
向けた様々なアイデアやビ
ジネスプランが飛び出しま
した。本大会は、学生が実
行委員会を立ち上げ、横浜
国立大学国際戦略推進機構
が全面的に支援しています。
これをきっかけに、多くの
人々が暮らしに変化を生み
出し、結果として SDGs

達成につながることが期待
されます。

ハルトプライズ
学内予選大会を開催

> > >

>
>
>

2
0
1
9
年
7
月
、
学
生
や
教

職
員
の
学
習
環
境
、
就
労
環
境
の

改
善
に
努
め
、
多
様
な
知
と
感
性

を
融
合
し
、
社
会
の
進
展
に
貢
献

す
る
「
横
浜
国
立
大
学
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
宣
言
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
を
具
現
化
す
る
べ
く

2
0
2
0
年
4
月
に
設
置
さ
れ

た
の
が
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
戦
略

推
進
本
部
で
す
。
企
業
と
連
携
し

て
多
様
性
に
富
む
研
究
環
境
の
整

備
と
、
女
性
研
究
者
や
技
術
者
の

活
動
を
支
援
す
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
連
携
協
議
会
K
T
」
の
発

足
を
は
じ
め
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
啓
発
活
動
や
当
事
者

支
援
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
配
慮
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
、

障
が
い
の
あ
る
学
生
へ
の
支
援
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
戦
略

推
進
本
部
を
設
置

従来のエネルギーシステムは、資源枯渇や地球温暖
化といった地球規模の環境問題を引き起こし、ヒー
トアイランド現象や大気汚染などの地域（都市）規
模の環境問題にも繋がる懸念があります。鳴海研究
室では、持続可能な地球の維持と快適な都市環境を
両立するためのエネルギーシステムの在り方や利用
リテラシーを探究しています。環境情報学府・人工
環境専攻・社会環境プログラム全体としても、経済
的成果と環境維持の両立を推進する文理融合型の研
究教育にチャレンジしています。

環境に優しい
エネルギーシステム

> > >

横浜国国立大学は、「は 実践性性」、「先進性先進性」、「開放性開放性」、」
「国際国際性」の４本の本 基本理基本理念のも念 と、男女共同共 参
画社会画社会の実現を推進推進するたるため、「め 横浜国横浜国立大学立大学にに
おける男女共男 同参画画の基本本方針」方針 に基づ基づき、教育、
研究、研 就業の就業 場にお場における実ける実質的な質的 男女共同参画同 の
推進をを着実に進めてていくことを宣言します。

横浜横 国立国立大学大学男女男女共同共同参画参画宣言宣
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長谷部　ダイバーシティ戦略推進本部に統
合された 2013年設立の男女共同参画セン
ターでは、かねてから先進的な企業と連携
し、女性支援や育児支援に取り組んできま
した。椛島先生が学長補佐として国際化推
進を担当されていたときは、留学生の支援
にも力を入れていましたね。大学にとって、
ダイバーシティは目的ではなく手段。そこ
から教育力や研究力の向上につながってい
くことが理想です。学内のさまざまなとこ
ろで行われている個々の取り組みを、そう
した全学的なビジョンの下にまとめ上げる。
ダイバーシティ戦略推進本部はそのような
ミッションを担っています。
椛島　2020年４月、ダイバーシティ戦略
推進本部の副本部長に就任しました。主な
取り組みは、男女共同参画や障がいのある
学生の支援、LGBTQ理解に関する企画や
啓発です。具体的には、教職員の出産、育
児、介護をサポートする研究支援員の雇用
や、障がいのある学生が授業を受けるため
の学修環境の整備などが挙げられます。ダ
イバーシティは、SDGsにおいても中心
的な課題のひとつ。「誰一人取り残さない」
をテーマに、本学に関係するあらゆる人を
支援することが私の役割です。

長谷部　教育担当と研究担当の副学長に加
え、椛島先生にも関わっていただき、教員
の行っている教育と研究に SDGsの項目
を紐付ける取り組みを行いました。教員も
学生も、つねに自分の研究や勉強が社会の
中でどのように位置づけられるのかを意識
することが大事だと思います。
椛島　研究者は、自分と同じ環境にある人
だけを想定しがちです。しかし、障がいの
ある人や育児・介護が必要な人をユーザー
として自然に意識できるようになれば、研
究の幅も広がり、結果的に社会貢献にもつ
ながりやすくなるでしょう。たとえば本学
では、教育学部の特別支援教育の研究室と、
理工学部のロボット関連の研究室とが、共
同で視覚障がい者用の電子白杖を開発して
います。文系と理系が融合した取り組みが
イノベーションを生み、SDGsの達成に
つながることもある。こうした研究を後押
しするための環境整備も、ダイバーシティ
戦略推進本部の重要な仕事のひとつです。

長谷部　新型コロナへの対応として、今年
度の入試は共通テストのみで判定し、大学
独自の二次試験を取りやめることにしました。
その判断に至るまでには学内でも多くの議
論がありましたが、最終的には、受験生が

県外から 5000人も移動を強いられるとい
うリスクを重く受け止めたのです。共通テ
ストだけであれば地元で受けられますし、
障がいを持つ方への配慮も行き届きます。
椛島　誰かが不平等や不便を強いられてい
ないかどうか、考え抜くことが大切です。
自分と違う立場の人の苦労は、結局のとこ
ろ想像するしかありませんから。
長谷部　ホームページでいろんな色を使っ
て情報発信しようとしたときも、椛島先生
から「色覚特性を持つ人にはかえって見に
くくなるのでは」という意見をいただきま
したね。リモート授業でも、音声を正確に
文字に起こしたり、留学生に向けて情報を
発信する仕組みを導入したりしました。
椛島　教職員も学生も「21世紀型のダイ
バーシティ（多様性）＆インクルージョン
（包括）を目指す」という意識の改革が重
要だと思います。昨年、アメリカでは黒人
差別に抗議する「ブラック・ライブズ・マ
ター」運動が起きました。日本でも多文化
共生が当然の時代になっていきます。障が
いのある人とともに勉強や仕事をすること
も、さらに当たり前になるでしょう。いく
ら支援のための技術や制度が整っても、人
の心がそこに追いつかなければ意味があり
ません。
長谷部　大学の役員には、学長と理事以外
に監事がいて、5年前に初めて女性を起用
しました。そこから女性教員の比率をどう

 「誰ひとり取り残さない」大学を目指して。
横浜国大では、2020 年 4月にダイバーシティ戦略推進本部（本部長は長谷部学長）を
発足させ、多様性の確保に向けたさまざまな取り組みを進めている。
長谷部学長との対談で見えてきた「横国版 SDGs」のビジョンとは？

グ
ロ
ー
バ
ル
か
ら

注
目
さ
れ
つ
つ
、

ロ
ー
カ
ル
か
ら
も

慕
わ
れ
る
。

そ
ん
な
大
学
を

目
指
そ
う
！

学
生
も

教
職
員
も

安
心
し
て

過
ご
せ
る

居
場
所
を

作
り
た
い
。

YUICHI
HASEBE

HIROMI
KABASHIMA

Q. 横国の目指す大学像は?

長谷部 勇一
横浜国立大学学長

椛島 洋美
横浜国立大学副学長

 「自分と違う」存在を
想像するところから
イノベーションが始まる

マイノリティの視点が
無意識の格差や不便を
取り除くきっかけに
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者支援です。個別の事情を踏まえて対応す
ることは、まさに多様性の尊重です。
長谷部　研究レベルを上げて、世界の研
究者や留学生から注目される大学になっ
ていかねばならないし、地域の皆さんか
らも、横浜国大があって良かったと思わ
れるようになりたい。学生の皆さんには
グローバルとローカル、二つの視点を持っ
てほしいと思います。SDGsの最終目標
である「誰一人取り残さない」を達成する
ためには、他者に関心を持つマインドや好
奇心が必要です。そこに人間としての成長
があるので。椛島先生は学生時代、東南ア
ジアを旅されたんですよね？　
椛島　ラオスからタイ、マレーシア、シン
ガポールを陸路で移動しました。
長谷部　横浜国大の卒業生でもある沢木
耕太郎氏の『深夜特急』を地で行く感じ
ですよね。国際交流事業で椛島先生とと
もにフィリピンなどの大学を訪問しまし
たが、本当にたくましく、なんでも一人

でこなしていく。そのバイタリティで必
ず切り開いてくれると確信しています。
椛島　向こう見ずと言いますか（笑）。人
間同士だからなんとかなるだろうという
楽観的なところはあるのかもしれません。
長谷部　コロナ禍では動画の配信に力を
入れました。研究室の紹介や、企業とコ
ラボした産学連携についての講義などで
すね。オンラインに限らず、大学が提供
する講演会や研究発表、国際イベントな
どのコンテンツはすべて「コミュニティ」
の糧となるものです。学生の皆さんには
ぜひ、そこに所属しているという実感を
糧に、人間関係を築きながら視野を広げ
ていってほしいと思います。

上げていくかを日常的に議論するようにな
りました。そもそも子育てや介護をしてい
ると、夕方以降の会議に出るのは難しくな
ります。会議の時間ひとつ取っても、これ
までは暗黙のうちに女性が参加しにくい形
になってしまっていたわけです。
椛島　働き方については、今や女性だけの
問題ではありませんね。男女共同参画を担

当しているある男性教員は現在育児真っ只
中で、熱心に働き方改革に取り組んでいる
ものの、さまざまな壁があるようです。粘
り強く関係者間で調整を重ねていますが、
そんな実務的なところから、少しずつ風土
が変わっていくのだと思います。学長が、
女性の視点を取り入れようと後押ししてく
ださったことも大きいですね。
長谷部　理工学部でも一昨年、初の女性教
授が誕生しました。教授会に女性が 1人加
わるだけでだいぶ雰囲気が変わるものです。
どの組織にも女性や外国人の教員が少しず
つ増えてくる。そうすると、それまで当た
り前だったことに対しても、「これって実
はおかしいのでは」と気付きをもたらして
くれます。それが何より大事なことですね。

椛島　ダイバーシティ担当として推し進め
たいのが、大学内のネットワーク強化です。
昨年は、性的マイノリティをテーマにした
映画『カランコエの花』をオンラインで上
映し、学長を交えた意見交換を行いました。
ただ、やはり新型コロナウイルスの影響も
あり、当初の目標だった LGBTQ支援グル
ープの結成は少し遅れています。2021年

は改めてこの目標に取り組みたいです。
長谷部　横浜国大にも早く女性学長が誕生
して欲しいですね。近年の私学には尊敬す
べき女性学長がたくさんいらっしゃいます
が、日本全体で見ると女性学長の比率はま
だ 2～ 3％程度。これが 30％ぐらいまで上
がらないと本当の変化とは言えないでしょ
う。私自身も、横浜国大で女性学長が生ま
れるための土台作りに取り組んでいきます。
椛島　教員の女性比率も増えてほしいで
すね。必ずしも私は女性の代表ではあり
ませんし、私が気付けないことを他の女
性教員が指摘してくれることももちろん
あります。だからこそ、母数が増えるこ
とが大事なんです。女性研究者が増えれば、
学生のロールモデルにもなるでしょう。
オープンキャンパスでは女子高校生向け
に女性研究者の紹介や就職実績の説明も
行いましたが、そうした啓発活動は今後
少しずつ実を結ぶはずです。

椛島　横浜国大では「国際」と「地域」の
二本柱を掲げていますが、国際社会のみな
らず、地域社会でも多様性が求められます。
わかりやすい活動としては、災害時の被災

横浜国立大学学長。「神奈川県は、川崎から小田原、
箱根まで、つまり都会もあれば温泉地もある。いわば
日本の縮図であり、都市の課題、地方の課題が揃って
います。そんな環境で、地域のニーズを受け止めて研
究を進めることは、まさに地域貢献と言えるでしょう」

長谷部 勇一

女性や外国人の
学長が誕生してこそ
本当の変化が生まれる

グローバルでもローカルでも、
｢人｣に興味を持てば、
｢人｣としての成長がある。

横浜国立大学副学長（国際・ダイバーシティ担当）。「学
生の皆さんが在学中に多様な人たちと出会うことで、卒
業して社会に出ても、多様な視点から仕事に取り組める
はず。大学として、ダイバーシティに関しては地域を
先導していくぐらいの気概でやっていきたいです」

椛島 洋美

「本を読むだけでは、ダイバーシティの理解は進まない」と語る長谷部学長の胸には、大学着任2年目の経験
が今も残っているという。「ゼミに車いすの学生がいたのですが、他のゼミ生が自然にサポートしていました。
エレベーターがない校舎に移動するための手助けをしたり、合宿でバリアフリーの施設を選んだり。一方、彼
はパソコンが得意で、よくみんなに教えてくれていた。『大学にはいろんな人がいて良いのだ』という当たり前
のことに、彼のおかげで改めて気付けました」と、身近な体験の大切さを強調する。

様々なバックグラウンドの人がいるのが大学の“当たり前”─学長のダイバーシティ観とは。
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EGG 
SMART

SDGs
学生ビジネス
コンテスト
Hult Prize
(ハルトプライズ)

DESIGN, 
MORE.

1
STUDENT-LED
SDGS

1
STUDENT-LED
SDGS

2
STUDENT-LED
SDGS

3
STUDENT-LED
SDGS

> > > > > > >

STUDENT-LED
SDGS

STUDENT-LED
SDGS

HULT 
PRIZE

毎

2

3

ログラム「TY2」。その第一弾として2020年 8月に広島県
の中学校で行われた「TY2HS（Tokyo to Hirosima）｣
では、地域課題なども織り交ぜながらSDGsを自分ごと化
する方法をレクチャーした。このイベントに影響を受けて自
分たちで動画を制作し始めた中学生もいるとのことで、着
実な成果が得られ始めている。2020年9月には「2020年、
渋谷。超福祉の日常を体験しよう展（超福祉展）」にも
参加し、活動のテーマやフィールドをさらに広げている。

の存在に気付いてはいても、なかなか自分ごととし
て捉えるのが難しいさまざまな社会課題。入江さん

の立ち上げた「Design, more.」は、「デザイン」の力で若
い世代の心を動かし、社会課題への当事者意識を養っていく
プロジェクトだ。現状ではまだ、社会活動に取り組む学生は
多いとは言えないが、ひとりでも多くの人に関心を持ってもら
うべく、企画の中身と見せ方の両面に工夫を凝らしている。
代表的なイベントは、地方の中高生向けの SDGs啓発プ

持続可能な
社会の実現を目指す
プロジェクト
Design , more .

そ

万人以上の消費者を得るような影響あるビジネス」のア
イデアを、6つのチームで競い合った。国際大会の予選
ということもあり、プレゼンはすべて英語。ほとんどが
留学生と日本人学生の混成チームだ。2020年に開催さ
れた「Hult Prize 2021」のテーマは、「FOOD FOR 

GOOD」。コロナ禍でオンライン開催となったが、こち
らも食を通じて社会にポジティブな影響を与えるアイデ
アを競い合う充実したプログラムとなった。

年 SDGsに関連するテーマが掲げられ、世界

121カ国の学生たちが起業アイデアを競い合う
コンテスト。その最初の関門となるのが、各大学で開催
される学内予選大会（Hult Prize On Campus）だ。

Allyさんをはじめとする実行委員の尽力により、横浜国
立大学で初めての予選大会（Hult Prize 2020）が行わ
れたのが 2019年のこと。「気候変動」をテーマに、「環
境にまつわる課題をクリアしながら、10年以内に 100

飼いの鶏が産む卵は弾力があるだけでなく、病気にも強く、
ワクチンの摂取量も少なくて済む。通常の卵よりもオーガ
ニックで、かつおいしい。その付加価値が利益にしっかり
と繋がれば、生産者にとっても消費者にとっても平飼いのメ
リットが大きくなり、単に倫理的な問題を訴えるよりも普及
は進みやすくなるだろう。今後は、そうした感度の高い消
費者と生産者とのマッチングをさらに推し進めるため、

B2Cプラットフォームの立ち上げも構想している。

鶏産業では、利益を確保するために鶏を狭く劣
悪な環境で育てる慣習があり、動物福祉の観点

から問題が指摘されている。宮崎さんの立ち上げたEgg 

Smart社が推進している平飼いは、鶏を地面に放し飼い
することで、ストレスを軽減できる飼育方法。面積あたり
の生産効率が悪くなるためか、日本ではまだ養鶏産業全体
の 5％程度しか普及していないという。そこで Egg Smart

が目指すのは、平飼いの鶏が産む卵の高付加価値化。平

鶏にも
生産者にも優しい
養鶏事業
Egg Smart

養

経営学部
経営学科

宮崎さんがインターンした、「徳
森養鶏場」（沖縄県うるま市）の
みなさんとの写真。

昨年6月に登壇した「SDGs × 

教育 + COVID-19　オンライン・
ミーティング」の冒頭スライド。

Hult Prize学内予選当日、12人
の運営委員で撮影した集合写真。
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の
平
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鶏
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い
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！

宮崎 将明

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」と
い
う

理
念
に
共
感
し
、
高
校
時
代
に
興
味
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持
ち
始
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た
S
D
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。
自
分
で
活
動

を
始
め
る
と
き
に
参
考
に
し
た
の
は
、

大
人
よ
り
も
身
近
な
大
学
生
た
ち
で
し

た
。
同
じ
よ
う
に
、
自
分
た
ち
も
今
の

中
高
生
が
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
に

な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

入江 遥斗

都市科学部
都市社会共生学科

2
0
1
9
年
、
2
0
2
0
年
と
連
続
で
デ

ィ
レ
ク
タ
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と
し
て
H
u
l
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験
を
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せ
る
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う
、
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
に
も

S
D
G
s
を
選
ぶ
つ
も
り
で
す
。
日
々

の
生
活
の
な
か
で
も
、
S
D
G
s
の
目

標
達
成
に
向
け
た
小
さ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

Al ly  B r i e ck

都市科学部/YCCS
(Yokohama Creative 
City Studies) Program

学生がリードするSDGs
SDGs 達成を目指して邁進しているのは、研究者だけではない。強い当事者意識と
責任感を持ってこの大テーマに取り組んでいるのは、むしろ次世代を担う学生たちだ。
横浜国大の内外で活躍する、チャレンジ精神に溢れた活動を紹介する。
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横浜国大の
“One Campus”から
地域社会・国際社会に貢献する
イノベーションを生み出す。

特集で見てきたように、教員による

文理にまたがる研究や、学生たちの

自主的な活動、そして全学としての制度設計

や働きかけなど、横浜国大としての SDGs

への取り組みは多岐にわたる。「誰一人取り

残さない社会」という理念を掲げる SDGs

の考え方は、本学が憲章で掲げる 4つの基

本理念──「実践性」、「先進性」、「開放性」、

「国際性」──にも重なる部分があり、

SDGsそのものが、大学の目指す姿の延長線

上にあるとも言える。

何より、人文系・社会系・理工系の 3層の学

問分野が 1つのキャンパス (One Campus)

に集う横浜国大は、SDGsに取り組む上で

優位な環境にある。そんな文理融合の基盤に

後押しされ、民間企業との共同研究や、神奈

川県をはじめとする地域との連携事業など、

現実社会にインパクトを与え得る実践的な研

究も次々に生まれている。

2020年にはダイバーシティ推進本部を設置

するなど、学内の変革も進んでいる横浜国大。

SDGs実現に向け、まずは大学そのものが多

様性に開かれた場であり続けること。そして、

そこから生まれる研究や、教育を受けた学生

たちが、持続可能な社会の実現に向けて大き

な役割を果たすこと。それが SDGsの掲げ

る 2030年の目標に向け、大学が果たすべき

使命だと言えるだろう。

本

YNUの基本理念

諸問題の本質を見極め、時代
の変化に対応し得る柔軟で創
造的な問題解決能力を涵養す
る。現実の生きた社会に原点を
置く学問を志向し、教育と研究
の成果をもって社会の福祉と発
展に貢献する。

実践性

国内外の研究者と協調しつつ最
先端の研究成果を創出して、人
類の知的発展を主導する。教育、
研究、社会貢献において、自由
な発想と斬新な取り組みを支え
る柔軟な組織を構築し、効果的
な運用がなされるよう努力する。

先進性

市民社会、地域、産業界、国、
諸外国が抱える課題の解決に
寄与する教育と研究を実践す
る。学生と教職員の社会参加を
支援し、教育、研究、運営の
すべての面で社会に開かれた大
学を目指す。

開放性

世界を舞台に活躍できるコミュ
ニケーション能力を持ち、異文
化を理解する人材を育成すると
ともに、留学生・研究者の受け
入れ・派遣を促進し、教育と
研究を通じた諸外国との交流
の拡大を図る。

国際性

（横浜国立大学憲章より）

YOKOHAMA 
NATIONAL 

UNIVERSITY
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YNU PEOPLE
挑戦し続ける横浜国立大学の「人」。
横国が誇る研究者をクローズアップする、〈YNU MAESTRO〉。

学生たちのベンチャー精神に迫る、〈VENTURE SPIRIT〉。
インタビューを通じて、横国の “今”をお届けする。
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3 KEYWORDS

衣服のもつ機能性を
消費者目線と科学の両面から解き明かす。

薩本先生をひもとく3つのキーワード

教育学部 学校教育課程家政教育 教授

Ya y o i  S a t s u m o t o

薩本 弥生
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　「衣服」と聞くと、ファッションなどの服飾
を思い浮かべる人も多いだろう。薩本先生の
研究テーマは、健康で快適な生活を営むた
めの衣服。衣服を着ているとき、身体にどん
な変化が起こるのか。そのメカニズムを科学
的に解き明かそうとしている。たとえばスポー
ツウェア、肌着、靴、オムツなどの衣服にこも
った熱や水分が、着心地にどう影響するのか。
こうした「温熱的快適性」の研究では、被
験者に衣服を着せたり、また着装モデル装置
を使ったりすることで、熱や水分の放出量を
解析している。
　なかでも独自の取り組みが「着衣のふいご
作用」の解明だ。「ふいご」とは、暖炉など
に風を送り込む道具のこと。衣服と身体の隙
間に風を送ると涼しくなるという感覚は、誰も
が経験済みだろう。薩本先生は、その原理
を実験で明らかにした。
　「きっかけは、共同研究の恩師に紹介され
たネイチャー誌の論文です。イスラエルのネ
ゲブ砂漠では、イスラム教徒がどんな暑い日
でも黒いローブをまとっています。宗教的な理
由だけかと思っていたら、ローブは放熱性に
優れた形状で、蒸れにくく快適なのだそうで
す。衣服の快適性を左右するものは素材の
種類だけではないかもしれない。ローブをき
っかけに、そのことに気づけたのです」
　現在もデザインと素材の両面から研究を続
けている。その成果は商品開発にも応用でき
ることから、ファッション業界への貢献も期待
されている。
　「何となく暑い、涼しいと言った経験則を

実証するのは意外と難しく、例はまだまだ少
ない。それらを一つずつ明らかにするのが、
私たちの仕事です」

　経験則に迫った研究が他にもある。就
寝中のブラジャー着用が睡眠の妨げにな
らないか、脳波計を使って実験したのだ。
「いくつになってもバストの形を保ちた
いと、ブラジャーを着けたまま眠る人も
います。しかし、ブラジャーの有無が睡
眠の質にどう影響するのかは誰にもわか
っていませんでした。そこで日中用のブ
ラジャーを着けた人、ナイトブラを着け
た人、着用しない人、計 6名の脳波を
調べてみました。すると、日中用のブラ
ジャーを着けた被験者は、著しく眠りの
浅い時間が増加したのです。この結果か
ら、就寝時にブラジャーは不向きという
ことがわかりました」
　伸縮性の高い生地で圧力をかけ、身体
の動きをサポートする着圧ソックスやコ
ンプレッションインナーなどについても
研究中だ。効果がある一方で、使い方に
よっては健康障害につながる危険性もあ
るため、最適な圧力を模索している。
　コロナ禍になってからは、マスクの研
究も始めた。マスクは飛沫感染を予防す
る一方で、熱中症のリスクを高めると危
惧されている。そこでマスク内の温度変
化や、呼吸による放熱を計測し、体にど
のような影響を及ぼすかを実験してい
る。保健衛生的な観点から快適な衣服を
見出すのも、被服学の大切な使命だ。

　2009年から 10年以上続けているの
が、着物文化の研究と啓蒙活動である。
「留学中、着物について聞かれたときに、
何も答えられなかったのが悔しくて
……。海外の人にも発信できる知識や技
能を持ちたいと思い、学び始めました」
　学内外でプロジェクトを立案し、中学
校や高校を訪問して授業を行うなど、精
力的に活動してきた。海外でも毎年ワー
クショップを行い、着物の歴史や TPO

に合わせた着こなし、立ち居振る舞いな
どを指導している。特に喜ばれるのが「模
様ワーク」というプログラムだ。
　「題材に取り上げるのは、お宮参りで
赤ちゃんが着る着物。無事に成長してほ
しいという願いが込められた模様がいく
つも描かれています。模様の意味を一つ
ひとつ読み解きながら、日本の伝統文化
に親しみを持ってもらえればと」
　衣服の基礎研究から、着物文化の普及
まで、活動範囲は幅広い。
　「共通して言えるのは、暮らしを豊か
にする衣服を探求しているということ。
これからも消費者視点を忘れることなく
研究に打ち込んでいきたいです」 

目に見えない「着心地」を
科学的なアプローチで実証

下着やマスクの
着け心地にも迫る

長崎県長崎市出身。お茶の水女子大学家政学部被服
学科を卒業後、同大学院被服学専攻修士課程を修了。
文化女子大学大学院家政学研究科被服環境学専攻博
士課程を修了し、助手、講師を経て、現在は横浜国
立大学教育学部教授。被服環境学、被服衛生学、被
服構成学をベースに、着衣の熱や水分が移動する特
性や、運動機能性などの研究に従事している。

P R O F I L E

被服学の授業では、ミニチュアゆかたを
製作する演習もある。袖や身ごろといっ
たパーツを一つずつ縫い合わせながら、
きものの構造を学んでいく。きもの文化
を身近に感じられると、学生たちからも
人気を博している。

ミニチュアを通じて、
きものに親しむ。

演習で使う講義室の机の引き出しには、
裁縫道具が一式備え付けられている。「非
常事態宣言中は、マスクやミニチュアゆ
かたなど、布を使ったものづくりに没頭
しました。その楽しさを、学生にも体験
してもらいたい」と薩本先生。

ものづくりに
没頭できる道具箱。

子ども好きで、人と接するのが得意な教
育学部の学生たち。その本領が発揮され
たのが、日本科学未来館で開催された「フ
ァイバー展」。わかりやすい説明で親子
連れから人気の的に。繊維新聞にも写真
付きで紹介される活躍ぶりだった。

校外ワークショップで
活躍する学生。1

着物にまで広がる
衣服へのあくなき探究心

32
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3 KEYWORDS

データベースを応用し、
念願のスマートグリッド実現へ。

富井先生をひもとく3つのキーワード

環境情報研究院 社会環境と情報部門 准教授

Ta k a s h i  To m i i

富井 尚志
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　「データベース」という言葉が市民権
を得て久しい。昨今では、新型コロナ
ウイルスに対応するための有効な手段
として「データサイエンス」が注目さ
れている。富井先生によると、データ
ベース分野の研究者は、「データ」と「情
報」の区別からスタートするという。
　「データ自体は計測値であり、ただの
事実にすぎません。それを収集・加工し、
分析・評価したものが情報です。かつ
てデータと情報の距離は近かった。成
績管理データベースは集計すればその
まま情報になりました。しかし、近年
は多種多様なデータを扱えるようにな
った。データが本来の目的とは異なる
形で活用されるようになったのです」
　マルチメディア、今で言う 3Dやバ
ーチャル・リアリティに関するデータ
ベースの研究が富井先生の出発点だ。
さまざまなデータを扱うため、自ずと
分野横断的な取り組みに展開していっ
た。PET（陽電子放射断層撮影）検査
を行う医師の判断をサポートするデー
タベースは、読影のポイントをシェア
できるようにしたものだ。国立歴史民
俗博物館に収蔵された「小袖屏風」では、
専門家の知見に基づくインデックスを
データベースに付与し、さまざまな切
り口で閲覧できるようにした。
　「博士課程では情報システムの根幹に
関わる領域を研究していましたが、次
第にそれを応用したいと思うようにな

りました」

　2005年頃、研究者の間では「RFID」
と呼ばれる電子タグが話題になってい
た。タグに埋め込まれた情報を無線で
やり取りし、共有できる技術だ。
　「データ工学の国際会議では、RFID

を使った実験に協力しました。参加者
の名札に RFIDタグを仕込んでかざし
合うと論文データベースが照合され、
関連する先生や研究を経由して二人の
つながりがわかるというものです」
　2010年には日産自動車が EV（電気
自動車）「リーフ」を発売し、本格的な

EV時代が幕を開ける。リーフの試乗会
に参加する機会を得て、元々自動車好
きだった富井先生の心は躍動した。
　「今までの車と何も変わらない。でも
電気で動く。何が起こるんだろうと興
味が湧きました。当時はコスト面の課
題もありましたが、地球温暖化を防ぐ
ためにシフトチェンジしなければなら
ないという機運もあったと思います」
　EVとの出会いで、富井先生のチャレ
ンジは一層加速することになる。

　2011年、高度道路交通システムをテ
ーマとする研究で日産財団の助成に応
募し、採択された。そこで取り上げた
のが、環境技術のフロンティアとされ
るスマートグリッド（次世代送電網）

への展開だ。EVを「移動するバッテリ
ー」と見立て、ある地域の太陽光パネ
ルで発電した余剰分を受け取って充電
したり、電力需要がひっ迫している施
設へ供給したりできないだろうか。夢
のような構想だが、富井先生にとって
は、これまでの研究と地続きでもある。
かつては、ウェアラブルな加速度セン
サーから回収できる日常生活の情報＝
ライフログを扱っていたからだ。
　「EVが移動する際のエネルギー消費
の情報をライフログとして蓄積しまし
た。そこに建物の消費電力や天気デー
タを組み合わせて、電力の需給を最適
化する新しい形のスマートグリッドを
模索しています。現在は横国内のデー
タを活用した実証研究が進行中です」
　ライフログの活用には、プライバシ
ー保護やセキュリティ面のリスクがあ
る。得られたデータが適用できないこ
とも珍しくないという。課題は少なく
ないが、富井先生はいたって前向きだ。
「生のライフログというのはノイズが多
く、それをどう除去するかが肝。かな
り地道に、泥くさいことをやっていま
す。日常の小さなデータの蓄積によっ
て、私たちの未来が変わるかもしれな
い。そこにやりがいを感じますね」

「データ」と「情報」の違いが
イノベーションを生む

日産リーフとの
運命的な出会い

東京都生まれ、神奈川県育ち。専門はデータ工学、
マルチメディアデータベース。データを統合的に管理
して各分野のエキスパートの知見を再現する情報シス
テムの応用研究に取り組む。環境科学と情報工学が
融合した環境情報研究院に所属しているため、かね
てから学際的な研究に興味があったという。趣味は
旅行。飛行機、鉄道、船など乗り物が好き。

P R O F I L E

国立歴史民俗博物館が所蔵する小袖屏風
は約100隻。実物を一斉に展示するのは
物理的に難しいが、データベース化する
ことで気軽に閲覧できるように。文様の
種類や技法など特定のテーマで検索で
き、コレクションの機微が味わえる。

貴重な文化財が身近に。1 2 2014年、北海道の苫小牧までフェリー
移動し、そこから北端・稚内までEVで
走破した富井先生。当時は充電設備が十
分でなく、周到に計画を練った上での冒
険だった。無事稚内に到着したが、その
充電スタンドが故障中というオチが付
く。

北海道縦断の大冒険!?

私たちの未来を変える
「移動するバッテリー」

研究室の学生は全員、EVに関するライ
フログの研究に従事している。彼らに対
しては「やるからには面白おかしく」と
富井先生。成果が出なかったり、苦労す
ることがあっても、それを楽しみ、面白
がって周りを巻き込んでほしいと願って
いる。

まず自分が興味を持つこと。3
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　入学後は理工学の基礎である数学や
物理をじっくり学びつつ、「航空機設計
概論」「航空機空力性能論」など、航空
宇宙分野のさまざまな講義を受講した。
　「今は『航空機制御論』のレポートに
取り組んでいます。与えられた条件下で
飛行機の姿勢を制御するには、どれくら
いの速さと大きさで舵を取るべきかを論
じるのですが、複雑に絡み合う要素を考
慮しながら回答を導く必要があり、本当
に難しい。これまで学んできた数学や物
理学、航空宇宙工学の知識を総動員して
立ち向かっています。でも、どの講義も
飛行機の基本に関わることなので欠かせ
ない内容ですし、とても面白いですね」
　大学 2年次の夏休み、篠塚さんは

YNU海外短期英語研修プログラムを利
用してアメリカのサンディエゴ州立大学
へと留学。将来設計士として活躍するた
めに、航空産業の盛んなアメリカでの博
士号取得も視野に入れているという。
　「一ヶ月半と短期間でしたが、現地の
学生やホストファミリーと毎日会話をし
て、英語でのコミュニケーションに自信
がつきました。たまたま仕事でサンディ
エゴを訪れていた同じ EPの卒業生に出
くわすという嬉しいハプニングも。航空
機の教官の資格を持つその先輩の計らい
で、小型飛行機の操縦を初体験したこと

は、忘れられない思い出です」

　2年次からは「ROUTEプロジェクト※」
にも参加。空気力学研究室に所属し、超
音速旅客機よりさらに速い極超音速旅客
機の翼の形状を研究している。
　「音速以上の速度で飛行する航空機の
弱点のひとつが、低速での安定性です。
極超音速旅客機では離着陸時のような低
速での飛行の際に、機体が安定しません。
これが極超音速旅客機の実現を妨げる要
因のひとつです。こうした課題を解決す
るために僕が研究しているのが、離発着
時の機体の姿勢を安定させる特殊な形状
の翼です。3Dモデルをつくってコンピ
ューター上で圧力の分布をシミュレーシ
ョンしてきました」
　まだまだ試行錯誤を繰り返す日々。
「最近ようやく満足のいくデータが取れ
ました」と篠塚さんは研究の進歩を語る。
　「『ROUTEプロジェクト』での活動は
もうすぐ一区切りですが、引き続き超音
速旅客機の研究を進めていきます。将来
は必ず超音速旅客機の設計者になって、
商業化を実現したい。東京からロザンゼ
ルスをたった 3時間で飛ぶ旅客機が実
現すれば、人々の生活は大きく変わりま
す。未来に大きなインパクトをもたらす
ようなビジョンを持って、この手で新た
なモビリティを設計したいですね」

船舶海洋工学や航空宇宙工学をはじ
め、海、空、宇宙を舞台にした最先
端の学びを得られるシステムデザイ
ンEP。入学当初から明確な目標を
掲げている学生が多く、切磋琢磨し
ながら勉学に励んでいる。

先進性と実践性を
兼ね備えた学びの場

未来のモビリティをこの手で創る。
超音速旅客機の設計者をめざして。

理工学部 機械・材料・海洋系学科 海洋空間のシステムデザインEP 3年

篠塚 温志

いつかは航空産業の本場、
アメリカで働きたい 研究テーマは超音速を超えた

「極超音速旅客機」
　「幼い頃からシンプルに飛行機が大好
きだった」と、旅客機の設計を志したき
っかけを振り返る篠塚さん。なかでも超
音速旅客機に関心を持つようになったの
は中学生の頃。初めに惹かれたのは、ジ
ェット旅客機の 2倍ほどというその速さ
だった。音速を超える速度を出すために、
ただ美しいだけではない機能美を持った
フォルムにも魅力を感じたという。
　しかし、超音速旅客機は経済性の確保
などが難しく、現在は商業飛行は行われ
ていない。ならば自分の手で実現してみ
たいと考え、設計者を志すように。
　「中学、高校の調べ学習や自由研究では、
翼回りの空気の流れなど関連のテーマに
取り組みました。大学をえらぶ基準も航
空宇宙工学をしっかり学べる研究室があ
るかどうかが大事でした。最終的に、現
在も所属する『理工学部　機械・材料・
海洋系専攻　海洋空間のシステムデザイ
ン EP（EP＝教育プログラム、以下

EP）』をえらんだのは、航空機の設計に
欠かせない『空気力学』『機体の制御』
をバランスよく学べると感じたからです。
実際に超音速旅客機の翼に関する研究を
なさっている先生がいることにも惹かれ
ました。基礎に止まらず航空機への応用
まで学べる、日本でも屈指の環境だと思
います」

航空宇宙工学を基礎から
応用まで学べる大学を探した

理工学部に在籍する篠塚さんの夢は、音速以上の速度で飛行する超音速旅客機の設計者。
超音速旅客機の商業化が実現すれば、未来の生活は大きく変わるとされる。
壮大な夢に向かって日々学びを深める設計者の「卵」のビジョンに迫った。

1  EPでの授業風景。写真は船の模型
を友人と検討しているところ。　 2ア
メリカ留学で、語学クラスのクラスメ
イトと記念撮影。　 3  JAXAが一般向
けに公開した超音速旅客機のコンセプ
トモデル。　 4 3Dモデルのシミュレ
ーションの様子。空気の流れが可視化
されている。

4

3

2

1

※ROUTEプロジェクト：理工学部の
1～3年生を対象としたプロジェクト。
通常、研究室への配属が決まるのは4

年次だが、ROUTEプロジェクトの参
加者はそれよりも早く研究室に所属
し、本格的な研究をスタートできる。
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　教育関係者が自由に対話できる場
「Edcamp」。2010年にアメリカのフィラ
デルフィアで第１回が開催されて以来、

80以上の国と地域で 1000回を超えて行
われ、これまで10万人以上が参加してきた。
教育学部への進学を決めた頃から、将来自

分はどんな教育者になりたいのかを模索し
ていた庄司さんは、教育に携わる人たちの
生の声を聞けることに興味を持ち、参加を
決めたという。
　「Edcampの最大の特徴は、参加者が主
体的に作り上げるカンファレンスだという
こと。イベント当日は参加者が話したい教
育に関するテーマを持ち寄り、それぞれが
関心のある内容ごとにグループを作って、

ディスカッションを進めます」
　日本には「Edcamp Japan」という統
括運営団体もあるが、ここはあくまで開催
情報やホームページの管理が仕事で、運営
は行わない。なので名乗りを上げれば、基
本的には誰もが Edcampを主催できる。
　「中・高校時代にお世話になった先生が

Edcampを開催されていて、高校を卒業
した直後の３月に参加したのが初めての経

多様性を受け入れる教育とは？
学生と教員が一緒に語り合う場をつくる。

主催も自由、参加も自由
だから自分たちでやってみた

験です。大学入学後も何度か参加するうち
に、横浜国大の仲間たちにも、現役の先生
方と顔の見える関係で語り合ってほしいと
感じるようになって。そのビジョンに共感
してくれた 12人の仲間とともに『Edcamp

横国』を始めました」

　教育に関心のある人なら誰でもウェルカ
ムの開かれた場を提供したい。そんな気持
ちで庄司さんが最初の「Edcamp横国」
を開催したのは、大学１年生の冬。仲間た
ちとともにコツコツ声をかけただけにも関
わらず、当日には予想を大きく上回る 80

名以上が参加。さまざまなテーマについて
活発な議論が行われ、記念すべき初回は大
成功の内に幕を閉じた。
　「大学入試改革にどう対応するか、学校
に行きたいと思える教育とは何か。あるい
はアクティブラーニングの重要性、教員の
魅力についてなど。本当に多彩なテーマが
飛び出しましたね。なかでも印象的だった
のはデス・エデュケーション。死への準備
教育を取り上げたグループでは哲学的なテ
ーマが語られていました」
　現役の先生と対話できる貴重な体験だっ
たと語る学生参加者がいる一方で、通常の
研修とは違って、所属を気にせず安心して
話せたという先生方も。これまで考えても
みなかった新たな「問い」に出会えたとの
声が多かった。

　「会場の動線や席の配置、アイスブレイ
クのタイミングなど、細かい部分まで工夫
して、話しやすい環境づくりに努めたこと
が報われたようで、ホッとしました」

　2019年の第２回終了後、コロナ禍で人
が集まることが難しくなり、第３回は開催
できない状況にある。そんな中、庄司さん
は新たに、教員を含む全国の公務員が交流
会や講演を行う「よんなな会」の運営サポ
ートをスタートさせた。
　「他の学生にも、頑張っている公務員の
リアルな姿を知ってもらう機会をもってほ
しいという気持ちがありまして。学校現場
から見れば文部科学省は遠い存在かもしれ
ませんが、実際は職員一人ひとりが情熱を
もって教育行政に携わっていらっしゃる。
それを伝えたかったんです」
　「よんなな会」では、参加学生の声をま
とめて、社会人メンバーに伝え、問題提起
の役割を担う庄司さん。今後の展開として、
オンラインも重要なリソースだと考えてい
るが、その目的はあくまで多様な価値観と
の「出会い」だ。
　「将来は公立校の先生になりたくて。た
またま地縁でクラスに集まった子どもたち
だからこそ、お互いのことを受け入れる力
を身につけてほしい。自分が目指す教師像
を確立するため、これからも Edcampの
運営に力を注いでいきます」

Edcampは教育関係者のための自
主的なセッションイベント。参加者
が自由にテーマを設定して開催で
き、これまでに80以上の国と地域
に拡大。延べ 10万人以上が参加し
てきた。

参加者主導の
「Edcamp」

「死」もテーマに登場
大成功の第１回

リアルかオンラインかは関係ない
出会いこそが多様性を生む

教育学部 学校教育課程 3年

庄司 樹

教育に携わるすべての人たちが、参加者主導で作り上げるカンファレンス「Edcamp」を横国で主催、運営するのが、
現在教育学部に通う庄司さんだ。彼はなぜ「Edcamp」を始めたのか。そこには、自由に語り合うこと、
多様な関係を作り上げることへの並々ならぬ情熱があった。

4

3

2

1

1  YNUで開催されたEdcampの参加
者とともに。　 2  アットホームな雰
囲気が参加者にも好評なトークセッシ
ョン。　 3  全国の公務員が集うイベ
ント「よんなな会」の学生メンバーも
務める庄司さん。　 4  よんなな会に
は教員を含めた公務員・学生が毎回
400人以上参加する。
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　今や自己表現に欠かすことのできないツ
ールである SNS。その一方で、「いくつも
の SNSを利用していると、自分に関する
情報がWeb上に散在し、それを他者にま
とめて周知するのが難しくなってくる」と
佐藤さんは指摘する。
　「handshake」は、そうした課題を解
決する新たなデジタル名刺アプリだ。

「handshakeを使えば、SNSアカウント
や関心のあるWebサイトなどをアイコン
化し、それらを一覧できるオリジナルのペ
ージを誰でも簡単に作成できます」
　従来の「名刺」のイメージとは一線を画
す同アプリのユニークなアイデアは、一体
どのようにして生まれたのだろうか。
　「そもそも Rutenは、学生起業を志して
いた僕たちが、SNS上で共同創業者を募
っていた起業家の方と意気投合して立ち上
げたんです」と友利さんは明かす。

　同社が最大のミッションとして掲げるの
は、東京への一極集中を打破するような事
業を生み出すこと。そのため当初は、地方
で働く人々をターゲットとしたシェアオフ
ィスの展開を計画していたという。
　「しかし資金調達がなかなかうまくいな
くて……」と、佐藤さんは当時を振り返る。
さらに折悪く、新型コロナウイルスの感染
拡大という「天災」にも見舞われ、計画は
ストップを余儀なくされる。
　「しかし、手をこまねいている訳にはい

学生である自分たちでも、社会を変えられる。
仲間との起業を通じて得られた確信。

SNS時代に欠かせない
新たなデジタル名刺アプリ

きません。自社のリソースで、何とか立ち
上げられるサービスはないか。そう模索す
るなかで、自然発生的に生まれたのが

handshakeのアイデアでした」

　そうしてスタートした handshakeの
開発をリードしたのは、友利さんだ。
　「大学 1年次から独学でプログラミング
を学び、いくつかのWebサービスをリリ
ースした経験が生きました」
　しかしながら、大規模なサービスを運用
するのは初めてで、日々苦労の連続。今で
もやることは山積みだという。
　「現在、もっとも注力しているのはセキ
ュリティ対策です。サービスの信頼性に直
結する部分なので、気が抜けません」
　友利さんがサービスの開発や運用に取り
組む一方で、マーケティングや営業、広報
などを担ってきたのが佐藤さんだ。
　「最も頭を悩ませたのは、handshake

をどう一言で説明するかということです」
　当初は「複数の SNSアカウントを同時
にシェアできます」と説明していたが、サ
ービスのコンセプトをなかなか理解しても
らえずに苦戦したという。「試行錯誤する
なかで生まれたのが “デジタル名刺アプ
リ ”というフレーズ。そこから営業が一気
にスムーズになりました」
　その言葉通り、ユーザー数は右肩上がり
で増加中だ。コロナ禍の影響でテレビ会議

が普及したことも追い風になった。ふたり
が推奨するのは、「handshakeページを

QRコード化し、ビデオ会議のバーチャル
背景に貼りつけておく」という使い方。
　「URLを送る手間が省ける」「大人数の
バーチャル会議でも気になった人の SNS

アカウントを気軽に知ることができる」と
ユーザーからも好評だ。

　今後の目標を尋ねると「まずはユーザー
数 100万人」と答える友利さん。
　「1年以内になんとか達成したいですね。
それを弾みとして Rutenもさらにスケー
ルアップしたい。やはり最終的な目標は、
東京一極化を打破すること。地方と東京の
人材をマッチングするサービスなど、さま
ざまなアイデアを温めています」
　同じ質問を佐藤さんに投げかけると「基
本的には友利と同意見」と前置きした上で、
より個人的な目標を明かした。
　「僕は、世界をより良い方向へと変えて
いきたいです。テクノロジーには人々
の行動を変容させる力がある。実際に

handshakeは名刺という文化を着実に変
えつつあります。起業を経験したおかげで、
自分たちにも社会を変えられるという手応
えを得られました。これこそがhandshake

の立ち上げを通じて得た、何よりの収穫で
す」

SNSやリンクをまとめてシェアす
る自分だけのページを、簡単に作成
できる「handshake」。このアプリ
ひとつで、自分の興味関心や来歴を
瞬時に、大勢の人に伝えることがで
きる。

名刺交換は、
もういらない？

「デジタル名刺アプリ」の一言で
ユーザー数は右肩上がりに

テクノロジーの力で
人々の行動を変えていきたい

SNSを利用する若者たちの間で話題のデジタル名刺アプリ「handshake」。
その開発を手がけた Ruten株式会社の創業メンバーが、ともに経営学部在籍の佐藤隆雄さんと友利有佑さんだ。
在学中に起業を経験したことで得られたものについて、二人に伺った。

4

3

2

1

1  ふたりは入学式の日に、サークルの新
歓で出会って以来の友人。　 2  2019年
に創業されたRuten株式会社。社名は
「万物流転」に由来する。　 3  名刺交換
に代わるSNS時代の自己紹介ツールとし
て注目を集めるhandshake。　 4  

handshakeのユーザーページは、QR

コード化することでビデオ会議のバーチャ
ル背景にも設定できる。

経営学部 経営学科 4年

佐藤 隆雄
経営学部 経営学科 4年

友利 有佑
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　先端科学高等研究院リスク共生社会創造センターは 2020年

4月、新型コロナウイルスの対応策を提供するサイト「リスク
共生の視点から新型コロナ対応を考える」を開設しました。
　安全・安心で活力のある社会を「リスク共生社会」と定義し、
最先端の研究成果を社会に役立てるために 2015年から活動し
ている同センター。新型コロナウイルスが世界中で猛威を振る
い、リアルタイムでリスクへの対応策が求められるなか、同サ
イトではセンター所属教員が中心となり、コラムを執筆。これ

までに「危機時におけるリスクマネジメント」「新型コロナウ
イルスに関する危機管理広報」「重症化リスクの計量について」
「新型コロナウィルスと経営学」といったテーマで、分野横断
的に発信を続けています。

リスク共生社会創造センターが
新型コロナ対策の特設サイトをオープン1

NEWS

2020年 9月 25日、本学は小田原市と包括連携
に係る協定を締結しました。締結式には長谷部勇
一学長、守屋輝彦市長をはじめとした関係者が集
い、和やかな雰囲気で協定書への署名が行われま
した。また調印後には、小田原市在住の本学学生
（教育学部 1年生と2年生、都市科学部 1年生の3名）
とオンライン通話を繋げ、後の地域連携活動への
学生参加のアイデア等について、市長らと積極的
な意見交換を行いました。

小田原市との間に
包括連携協定を締結2

NEWS

理工学部の「出る杭を伸ばす学部教育プログ
ラム ROUTE（Research Opportunities for 

UndergraduaTEs）の実践」が、公益社団法
人日本工学教育協会の工学教育賞（文部科学大
臣賞）を受賞しました。1年生から最先端の研
究に参加できるという本学独自の早期研究体験
プログラムが高く評価された結果となります。

理工学部の教育
プログラム 「ROUTE」が
文部科学大臣賞を受賞

3
NEWS

横浜国立大学基金では、新型コロナウイルス感染症の影響で困窮する学生
を支援するため「緊急学生支援寄附金」へのご協力を広く募っています。

202 1年 1月末までに、867件・総額約 5,490万円のご寄附が集まりました。
この寄附金を原資とし、これまでに 791名の学生に 1人あたり 5万円の「緊
急生活支援奨学金」を支給することができました。また、本基金だけでなく、
大学基金や修学支援基金にも多くのご寄附をいただいています。ご寄附の
募集および支援事業は、今後も継続的に実施する予定です。

新型コロナウイルスで
困窮する学生を支援する
　「緊急学生支援寄附金」

4
NEWS

54,949,000円/867件
寄附受付総額 / 受付件数

(2020年5月～2021年1月末確認分)

緊急学生支援寄附金

協定書を手にする長谷部学長（左）と守屋市長（右）
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江原レン（mashroom design）
アートディレクション

高橋紗季、田口ひかり、長曽我部優
 （mashroom design）
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